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地域行事に合わせて活動する 

実施に向けて 

地域行事は、世代・団体を問わず様々な人が参加するとてもよい機会であり、“防災”

を意識せず活動に参加してもらえることができます。また、地域の様々な団体とのつなが

りができるだけでなく、行事を率先して動かす人物、地域で使用している備品の所在など、

地域の防災資源を知ることもできます。 

必 要 な も の ●地域行事の予定表  ●行事を実行する団体との調整 

対 象 者 ●地域住民 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

代表的な地域行事（例） 
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活動事例①：盆踊り練習での防災学習 

実施地域 北広島町 都志見自主防災会 

実 施 日 平成 26 年 8 月 7 日 

参 加 者 地域住民 約 30 名 

準 備 品 ●消火具   ●天ぷら油   ●ガスコンロ   ●ライター 

概  要 
盆踊りの練習前に、家庭で起こりうる火災について講話を行い、天ぷら火災を想定した初期消

火訓練を行った。また、消防による救護訓練も合わせて実施した。 

●実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域の行事を洗い出します 

地域や町内会の“年間予定表”などから、どのような行事

が、いつ開催されるのかを把握しましょう。 

STEP 
１ 

実施に向けた調整を行います 

準備期間、参加者などを踏まえ“防災”の要素を取り入れ

ることができそうな行事を決定します。 

決定後は、行事を主催する団体と、実施内容や活動時間な

どについて調整を行います。 

STEP 
２ 

活動を実施します 

検討した内容を実施します。 

実施時は活動の記録を取り、実施後の広報に役立てましょ

う。記録を残しておくことで、活動に携わった役員が交代

しても活動を継続することができます。 

STEP 
３ 

家庭で起こりうる火災と対応策について講話を行った。 

天ぷら火災を想定し、消火具を用いた初期消火訓練を実施した。 

 準備や調整には思いのほか時間がかかります。準備期間や調整期間を考慮して、地域⾏事を選びましょう。

 地域⾏事への参加率が⾼い中⼭間地では、より効果的な活動となります。 
 メインとなる⾏事の主催者に、活動の主旨を理解してもらうことができるよう、事前によく話し合うこと
が⼤切です。 

 主催者に「⼀緒に実施してよかった！」と喜んでもらい、継続した活動を⽬指しましょう。 
 活動内容は欲張ることなく、「⽇常⽣活の中で防災を意識できるもの」「短時間で楽しめるもの」などを検
討しましょう。 

 活動による防災意識の啓発も⼤切ですが、まずは、参加者が楽しめる活動となるよう⼯夫しましょう。 

活動のポイント 

防災講話 

初期消火訓練 

盆踊りの練習前に実施したことで女性の参加者が多く集まり、家庭火災の備えに対

して実用的な講習となった。 
実施で工夫した点 

負傷者の応急救護や搬送方法について実演を行った。 救護訓練 
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活動事例②：敬老会での防災学習 

実施地域 安芸高田市 上佐一心会 

実 施 日 平成 26 年 9 月 15 日 

参 加 者 地域住民 約 40 名 

準 備 品 ●防災紙芝居   ●歩一歩たいそうＤＶＤ 

概  要 
敬老会において、防災紙芝居の上演と災害時の対応や教訓に関する講話を行った。また、歩一

歩たいそうの実施と災害時に身を守る方法についても講話を行った。 

●実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

活動事例③：町内運動会での防災学習 

実施地域 広島市南区 大州南町内会 

実 施 日 平成 26 年 10 月 19 日 

参 加 者 地域住民 約 130 名 

準 備 品 ●バケツ   ●水槽   ●的   ●車椅子 

概  要 
町内運動会を利用したバケツリレーによる消火訓練、車椅子の操作体験、避難所での食事体験

を行った。 

●実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地震、土砂災害に関する「防災紙芝居」を上演した。 

災害時の対応や教訓に関する講話を実施した。 

防災紙芝居 

講話① 

 お年寄りに防災に関心を持ってもらい易いよう、紙芝居と体操を実施した。 

 体操について、立ち上がることが難しい参加者は座ったまま実施した。 
実施で工夫した点 

歩一歩たいそうＤＶＤを上映し、参加者が体操を実施した。 歩一歩たいそう 

［活動で困ること］ どのような⾏事に合わせて何を⾏えばよいか分からない。 
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［地域⾏事との連携例］ 
地域⾏事 活動項⽬ ⽬  的
役員会 防災研修 防災啓発 DVD などによる役員の防災知識向上 

こども会⾏事 簡単防災⼯作教室 家庭にある材料で避難に役⽴つグッズを作る 

町内清掃 ⼟のう積み 集めたごみを利⽤し⼟のうの作り⽅を学ぶ 

秋祭り 炊き出し 炊き出しに必要な資機材を確認する 

とんど祭り 消⽕訓練 とんどの⽕を消⽕器で消⽕し使い⽅を学ぶ 

災害時に身を守る方法について講話を実施した。 講話② 

チームを大人と子どもに分けて、千鳥型と一列型でリレーを実施した。 

車椅子の部位、操作方法を説明し、グラウンドで実践した。 

バケツリレー 

車椅子操作 

 予め、自主防災役員に対しバケツリレー方法について説明を行った。 

 バケツリレー実施時は、背の高さを考慮し大人と子供に分かれて体験した。 
実施で工夫した点 

会場を避難所に見立て、配給される昼食の皿にラップを敷いて試食した。 食事体験 


